
雨

鳩
、
ま
え
が
き

雨
竜
沼
が

い

つ
頃

か
ら
知
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

か
さ
だ

か
で
は
な

い
が
、
林
務

署

の
記
録

に
よ
れ
ば

昭
和

二
十
九
年
八
月

に
林
道

が
開
設
さ
れ
、
登
山
口
よ
り
七
九
〇
〇

m
さ
ら
に

昭
和
三
十

一
年
に
は
沼

の
中
央
を
経
由
し
て
暑
寒

別

岳

へ
一
七
四
〇
〇

m
の
林
道
が
敷
設
さ
れ
た
と

あ

る
か
ら
、
人

々
が
訪
れ

は
じ
め
た

の
は
こ
の
頃

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
昭
和
十
三
年
恵
岱
岳
地
質

調
査

の
記
録
が
北
海
道
大
学
修
論
中
に
あ
る
と
い

う

か
ら
、
そ
の
頃
か
ら
す

で
に
こ
の
沼

の
存
在
が

知
ら
れ

て
い
た

の
か
も
知
れ
な

い
。

い
ず

れ

に
し

て
も
林
道
開

設
以
来
多
く
の
人
が
、
暑
寒
別
岳
登

山
の
途
中

で
、
あ

る
い
は
直
接

こ
の
沼
を
見

る
た

め
に
訪
れ

て
お
り
、
ま
た
、
各
方
面
か
ら
の
調
査

が
行
わ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、
概

要

雨
竜
沼

は
南
暑
寒
別
岳
の
東

に
恵

岱
岳
玄
武
岩
類
が

つ
く

っ
た
熔
岩
台
地
上
に
あ

っ

て
東

西
約

二
㎞
、
南
北
約

一
㎞
の
瓢
箪
型
の
湿
原

で
あ
り
、
海
抜

八
五
〇

m
の
高

さ
の
と

こ
ろ
に
あ

る
。
ま
た
、
尾
白
利
加
川

の
支
流
ペ
ン
ケ
ペ
タ

ン

川

は
こ
の
沼

を
源
流

と
し

て
い
る
。

一
般
に
雨
竜

沼
と
呼
称

し
て
い
る
が
、

一
つ
の
沼

で
は
な
く
大

小
百
数
十
個

の
池
塘

か
ら
な
り
、
さ
ら

に
面
白

い

こ
と
に
は
、
池
塘

の
水
位
が
沼
ご

と
に
異
な
る
様

子
が
み
ら
れ

る
。

こ
れ

は
あ
き
ら
か
に
ミ
ズ
ゴ
ケ

を
主
体
と
し
た
泥
炭
層
上

に
形
成

さ
れ
た
池

塘
で

あ
る
た
め
、

地
下
水

の
連
絡
が
な
く
、
融
雪
水

か

天
水

に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
正

し
く

は
雨
竜
沼
高
層
湿
原
と
呼
ん
で
い
る
。
池

塘

の
深
さ

は
さ
ま
ざ
ま

で
あ

る
が
○
、
七

m
か
ら

一

m
く
ら

い
の
も

の
が
多
く
、
水

の
色
は
薄

い

コ
ー

ヒ
ー
色

で
池
底
に
は
泥
炭

の
く
ず
れ
た
堆
積
物
が

見
え

る
。
中

に
浮
島

の
あ

る
池
塘
が
あ

り
風

の
方

向

に
よ
り
、
あ
ち

こ
ち
の
岸

に
寄

せ

ら

れ

て

い

る
。
水
温

は
七
月
中
旬
で
は

一
六
～

一
八
℃
で
八

月

に
入

る
と

二
〇
℃
を
越
す
沼
が
多
く
、

P
H
は

五
、

六
～

二
、

六
く
ら

い
の
腐
植
栄
養
型

に
属

す

る
池
漉

で
あ

る
。

湿
原

の
ま
わ

り
は
小
高
く
、
ダ

ケ
カ
ソ
バ
が
点

在
す

る
チ
シ
マ
ザ

サ
の
群
落

で
あ

り
、
湿
原
内
に

は
樹
木
は
な
く
六
月
末
頃
か
ら
湿
原
植
物
が
咲
き

は
じ
め
、
七
月

の
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け

て
最
盛

期

を
迎
え
る
。
ま
ず
、

ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
、

シ
ョ
ウ

ジ

ョ
ウ
パ
カ

マ
、

ヒ
メ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
に
始
ま
り
、

エ
ゾ
ゼ
ソ
テ
イ
カ
、

バ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
、

イ
ワ
イ

チ
ョ
ウ
な
ど
が
続
き
、
最
盛
期
に
は
キ

ョ
ウ
ガ

ノ

コ
、

ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
、

シ
ナ
ノ
キ

ン
バ

イ
、

ナ

ガ
ボ

ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
、

エ
ゾ

シ
オ
ガ

マ
、

サ

ワ
ギ
キ

ョ
ウ
な
ど
が
咲
き

み
だ
れ

る
。
又
、
池
塘

の
中
に
は

エ
ゾ
ノ

ヒ
ツ
ジ
グ

サ
や
ネ

ム
ロ
コ
ウ
ホ

ネ
が
さ
き
、
沼
の
遷
移
を

に
お
わ

せ
る

ミ
ツ
ガ

シ

ワ
が

一
面

に
咲
く
池
塘
も
あ

る
。
さ
ら
に
池
塘

の

囲
り
に
は
、

ミ
ズ
ゴ
ケ
に
ま
じ

っ
て
モ
ウ

セ
ン
ゴ

ケ
や

ツ
ル

コ
ケ
モ
モ
が
群
落

を
な
し

て
い
る
湿
原

植
物

の
宝
庫
で
あ

る
。

三
、
保
護
に
つ
い
て

雨
竜
沼

は
昭
和
三
十

七
年

四
月
十
日
付
北
海
道

告
示
第

五
二
三
号

に
よ
り
、

道
内
八
番
目

の
道

立
自
然

公
園
の
指
定
を
う
け
、

さ
ら
に
昭
和
三
十

九
年
十

月
三
日
付

で
道
指
定
天

然
記
念
物

と
な
り
、
昭
和
四
十
年
九
月
四
日
北
海

道
告
示

一
七

一
七
号
に
よ
り
鳥
獣
保
護
区
と
し
て

六
三
九
、
九
三
㎞
、
そ
の
う

ち

一
〇

一
四
七
㎞
が

特
別
保
護
区

に
指
定
、
昭
和
四
十
年
十
月

一
日
か

ら

昭
和
六
十
年
九
月
三
十
日
ま

で
そ
の
保
存

に
行

政
面

か
ら
の
手
が
さ
し

の
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
昭

和

四
十
五
年
か
ら
湿
原
内

に
木
道
が
敷
列

さ
れ
暑

寒
別
岳

へ
の
登
山
者

の
通
路
を
指
定
す
る
と
と
も

に
便
宜
を

は
か

っ
て
い
る
。
近
年

に
な

っ
て
か
ら

こ
の
沼

の
直
接
管
理
に
当

っ
て
い
る
雨
竜
町

で
は

花
の
最

盛
期

頃
に
監
視
員
を
お
く
よ
う

に
な
り
、

花
の
盗
掘
、
通
路
外

へ
の
踏
入
れ
を
監
視

し
て
い

る
。し
か
し
、
す

で
に
多
く
の
見
学
者
や
登
山
家
が

お
と
ず

れ
自
然
に
踏

み
か
た
め
た
通
路
が
固
定
化

し
た
と

こ
ろ
に
は
、
湿
原
植
生

の
変
化
が
お
こ
り

代

償
植
生
が
現
わ
れ

て
来
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
再

び
原
植
生

に
戻
す
こ
と

は
不
可
能

で
あ
り
、
せ
め

て
残
さ
れ
た
部
分

へ
の
波
及
を
防
ぎ
た

い
も
の
で

あ

る
。

四
、
あ
と
が
き

雨
竜
町
が
観
光
資
源
と
し
て
雨

竜
沼

の
宣
伝

に
力
を
入
れ
は
じ
め
南
暑
寒
荘
ま
で

車
が
入

る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら
、

サ
ソ
ダ

ル
ま
が

い
の
軽
装

で
沼

へ
訪
れ

る
人
も
現
わ
れ

た
。
雨
竜

沼
が
多
く

の
人

の
眼
に
ふ
れ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
は
あ

る
が
、
か

つ
て
現
在

の
暑
寒
ダ

ム
か

ら
歩

い
て
山
荘

に
と
ま
り
、
や

っ
と
眼

に
し
た
雨

竜
沼

の
感
激

に
は
ほ
ど
遠

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。雨

竜
沼

に
限
ら
ず

、
わ
れ
わ
れ
を

と
り
ま
く
自

然
環
境
が
人

と
対
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間

も
自
然

の

一
部

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を

日
常

の

生
活

の
中

か
ら
醸
成
し
た
い
も
の
で
あ

る
。

(札
幌
北
陵
高
等
学
校
)
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